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 光࡟よࡿ呼気センシンࢢチップࠊࡣ࡟コン࡛ࢺࢡࣃ高性能࡞非対称分岐比光ࣃワーカプラー

ࡀワー比ࣃ出力ࠋ[1]ࡿ必要࡛あࡀ 1：1 非対称分ࠊࡀたࡁ࡚ࢀ広く研究さ࡟過去ࡣカプラーࡢ

岐比光ࣃワーカプラーࡢ構築ࡣ依然࡜し࡚難問࡛あࠋࡿᡃ々ࡣ人工知能㸦AI㸧技術を利用し

ᅗࠋワーカプラーを設計したࣃ非対称分岐比光ࠊ࡚ 1 ࡀ目標分岐比ࡣ 1：9 ࡜ 1:99 ࡢ 2 カࡢࡘ

プラーࡢ概略ᅗ࡛あࣂࢹࠋࡿイスࡢ性能ࠊࡣᅗ 2 有限差分時間領域法を使用しࠊ࡟示すよう࡟

࡚確認さ࡚ࢀいたࣂࢹࠋイスࡢ過剰光損失ࡣ 0.5dB 未満࡛したࠋ達ᡂさࢀた設計±10ࠊࡣ nm

㸦±11％㸧ࡢ十分࡞製造公差࡟加え࡚1600〜1500ࠊnm  ࠋ広い動作波長も示したࡢ範ᅖࡢ
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図 1 カプラーの概略図     
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ᅗ 2 1550 nm 㸦a㸧1：9ࡢ波長࡛ࡢ および㸦b㸧1:99 カプラー࡛ࡢシ

ミュࣞーࢺさࢀた光伝搬 


